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災害復旧事業担当としての経験談

岐阜県県土整備部砂防課災害対策係 主任技師　伊
い

藤
と う

　量
か ず

崇
た か

１ ．はじめに
　岐阜県は日本のほぼ中央に位置しており、面積は
全国第 7位の広さを誇ります。 7つの県に囲まれた
数少ない内陸県の一つであり、また、海抜 0ｍの平
野から3,000メートルを超える飛騨山脈など標高の
差が大きく起伏に富んだ地形を有しています。その
ため、気候も地域によって大きく差があり、冬に氷
点下になるほど寒い豪雪地帯から多治見市など日本
一暑いと言われる地域もあります。このような複雑
な地形や気候の影響を受けて、これまで度々大きな
災害に見舞われています。

２ ．災害担当者として（令和元年～ ３ 年）
　私は平成26年度に入庁し、出先機関で災害査定を
１度経験した程度のキャリアでしたが、平成28年度
に、東日本大震災による災害派遣で宮城県に １年間
勤務をすることになりました。とはいえ、被災 ５年
後の宮城県では主な担当業務は復興事業であり、直
接的に災害復旧事業には携わっていませんでした。
宮城県職員の方々から震災当時の被災状況や体験談
を聴き、実際の現場に足を運んで自らの目で見て、
東日本大震災がどれだけ規模の大きなものであった
か、また、被災状況の把握や応急対応等大災害発生
直後の災害復旧担当者としての対応の仕方を学ぶこ
とができました。
　そういった中、令和元年度から岐阜県庁砂防課の
災害対策係の一員として、令和 ３年度までの 3年間
災害復旧事業の担当をしました。この 3年間で得た
多くの経験を経験談としてまとめたいと思います。

　1）　 1 年目（令和元年）
　災害復旧担当としての １年目は、前年に平成30年
7 月豪雨として岐阜県内で大きな被害をもたらした
箇所の工事が進み、設計変更等の各種協議案件から
始まりました。災害復旧事業の制度について、なに
かあれば災害手帳を開き、日々、記載内容の理解に
追われる毎日でした。前年度とは打って変わり、令
和元年度は幸いにも岐阜県内の天候が安定し、過去

10年で最も被災箇所数が少ない年でした。そのため、
なんとか変更協議などを処理する時間を取ることが
できました。また、災害が少ないながらも１度災害
査定の随行を経験できたことがこの後起こる緊急事
態に役立つことになりました。
　10月に入り、隣県の長野県では東日本台風により、
千曲川が氾濫するなど甚大な被害が発生しました。

写真− 1 　東日本台風による橋梁の崩落
（海野宿橋：長野県東御市）

千曲川

　そのため、岐阜県からも応援職員が派遣されるこ
とになり、私もそのうちの一人に突然任命され、令
和 ２年 １～ ３月の 3カ月間、長野県上田建設事務所
で勤務となりました。管内の被災状況は甚大であり、
テレビで映らない至る所で護岸の崩壊や橋の崩落等
が発生している状況でした。
　派遣直後から毎週災害査定を行い、被災の事実や
復旧工法について説明をしました。上田建設事務所
には岐阜県以外に複数の県から応援職員が派遣され
ており、各県で復旧工法等の考え方に差異があるこ
とがわかり、様々な知識を吸収することができまし
た。岐阜県での災害経験は少なかったですが、長野
県での災害派遣で各県のそれぞれの考え方を学ぶこ
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とができたため、非常に良い経験となり、私のキャ
リアアップにつながったと思います。

　2）　 ２ 年目（令和 2 年）
　 4 月から無事に岐阜県に復帰した 2 年目は、
6 /30～ 7 /12にかけて降り続いた令和 2年 7月豪雨
により、飛騨地方を中心に県内の広い範囲で甚大な
被害が発生しました。また、岐阜・西濃地区を除く
地区で大雨特別警報が発令されました。特に下呂市
小坂町地内で飛騨川沿いを通る国道41号の路側擁壁
が崩落し、一時通行止めとなる事態となりました。

　この年の岐阜県全体の災害としては、522箇所、
約15,987百万円の査定決定を受けました。また令和
２年で被災し、災害復旧工事を施工中であった13箇
所が増破し再度災害を受けてしまいました。
　このような中、 1年間で 2度の随行経験を積むこ
とができました。 2年連続で500箇所を超える大き
な災害に見舞われましたが、長野県での経験及び令
和 2年災の ２つの大災害を経験し、多くの災害現場
を見ることができました。

　4）　 3 年間を通して
　災害復旧事業については、災害査定までの ２カ月
の中で被災原因を把握して、これを除去する最適な
復旧工法を選定し、査定に向けて準備する難しさを
学びました。
　査定随行の経験は、河川や道路等様々な公共土木
施設で現場ごとに異なった被災形態、復旧工法を多
く見ることができ、土木職員の知識を得る場として
はとても良い経験ができると思います。例えば、同
じ岐阜県の河川災害であっても、美濃地方と飛騨地
方では河川の特性が違い、被災のメカニズムが異な
り、仮設や復旧工法をかえる必要があることがわか
りました。
　また、随行では、 1週間の間ずっと査定官や立会
官と行動を共にすることで、査定官等が全国津々
浦々全国で体験した経験談を多く聞くことが出来ま
した。
　さらに、災害復旧担当は、設計変更等の様々な協
議の際には普段接することのない、本省防災課の災
害査定官及び担当係長へ直接説明する機会が多くあ

写真− 2 　令和 2 年 7 月豪雨による国道41号の崩落
（下呂市小坂町門坂地内）

飛騨川

国道41号

写真− 3 　令和 3 年 8 月豪雨による国道41号の崩落
（下呂市萩原町上村地内）

飛騨川

国道41号

　この年の岐阜県全体の災害としては、552箇所、
約18,892百万円の査定決定を受けました。被災箇所
数が前年度は77箇所であったのに対し、令和 2年度
は552箇所と約 7倍に大きく増加しました。
　このような中、 1年間で 4度の災害査定で随行の
経験を積むことができました。前年に比べ被災箇所
数が多く、いつも不安との戦いでしたが、長野県で
の災害経験を活かし、自信を持って随行を務めるこ
とができました。

　3）　 ３ 年目（令和 3 年）
　 3年目は、 8 / 7 ～ 8 /11及び 8 /13～ 8 /23にかけ
て降り続いた令和 ３年 ８月豪雨により、飛騨地方を
中心に県内の広い範囲で甚大な被害が発生しまし
た。特に下呂市萩原町上村地内において、飛騨川沿
いを通る国道41号が崩落する事態となってしまいま
した。地区は違いますが、 ２年連続で国道41号が崩
落するという非常事態となりました。
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ります。この機会で査定官にスムーズに理解してい
ただける説明ができるよう考えて打合せに臨んだこ
とで、説明者としての経験を積むことができました。
　他の部署では味わえない貴重な経験ができ、また
他県への災害派遣を通じていろいろな知見を得るこ
とができたこの ３年間は充実したものとなりまし
た。

３ ．最 後 に
　最後になりますが、災害復旧担当者としての随行
や、本省協議を通じて、 ３年間でお世話になりまし
た本省防災課や財務局の方々、他県・政令市の災害
復旧担当の方々、また災害派遣の際、お世話になり
ました宮城県・長野県職員の方々や、ともに災害派

遣で過ごした他県の方々にこの場をお借りして厚く
お礼を申し上げます。

　余談ではございますが、令和 4年度からは、令和
3年度に大きな被害があった下呂土木事務所に赴任
し、現地事務所で災害復旧工事の監督を経験してき
ました。
　そして、令和 ６年 ４月より、災害復旧事業担当者
として再度県庁砂防課に赴任することとなりまし
た。まさか短期間に 2度も災害復旧担当者を任せて
いただける機会を得られるとは思っていませんでし
た。今後は、これまで学んだことを発揮し、この経
験をより多くの若手職員に技術伝承できるよう、よ
り尽力していきたいです。
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「水防月間」をかえりみて

国土交通省水管理・国土保全局
河川環境課 水防企画室　　　

　国土交通省では、梅雨や台風の時期を迎えるにあ
たり、国民の皆様に水防の意義及び重要性について
理解を深めていただくために、毎年 ５月（北海道は
６月）を「水防月間」として定めています。
　今年も国土交通省、内閣府、都道府県、水防管理
団体（市町村等）の主催により、関係行政機関等の
後援、全国水防管理団体連合会、公益社団法人全国
防災協会ほか関係団体の協賛を得て、「洪水から守
ろうみんなの地域」をテーマに、水防に関する広報
活動や水防訓練（総合水防演習、水防管理団体（市
町村等）が行う水防訓練、水防技術講習会）、洪水
予報連絡会の開催、水防団等と河川管理者による重
要水防箇所の共同巡視、河川管理施設の点検などの
取組を全国各地で集中的に実施しました。
　期間中は、水防の重要性と基本的考え方に対する
理解増進を図るため、水防団員の募集を呼びかけ
るポスターやリーフレットの作成・配布、パネル
展示の実施、国土交通省のホームページやＸ（旧
Twitter）を用いた情報発信、政府広報オンライン
動画の作成等の広報活動を行いました。
　また、本年度も全国 ９箇所の河川において、関係
機関と住民が一体となった水害への取り組みを強化

することを目的とした総合水防演習を実施しました。
　同演習では、水防工法、地域の建設業者等と連携
した道路啓開、排水作業、Car-SATや UAV（ドロ
ーン）などのデジタル技術を活用した被災状況調査、
来場した地域住民等による水防工法体験、エリアメ
ール配信等の各種訓練等を実施しましたが、これに
より、出水期前の水防体制の強化、水防技術の研鑽
及び地域の水防意識の高揚につながりました。
　国土交通省では、気候変動の影響により激甚化・
頻発化する自然災害に対して、流域全体を俯瞰し、
あらゆる関係者が協働して治水対策に取り組む「流
域治水」を推進しているところです。安全で安心で
きる地域社会の実現には、河川改修等の積極的な推
進とともに、洪水等による人命や財産への被害を未
然に防止・軽減する水防活動が重要です。
　水防の原点は、自らの地域を守るための地域住民
による自発的な活動であり、より効果的な水防活動
が実施されるよう関係機関の連携を強化するととも
に、地域の住民や企業などの水防への参画を促進し、
洪水時等における ｢地域の水防力｣ の向上を図って
参ります。

令和 6 年度総合水防演習　日程

演　　習　　名 開催日 開　　　催　　　地
北海道開発局 常呂川・網走川連合総合水防演習 6月 1日㈯ 常呂川水系常呂川（北海道北見市川東地先）
東北地方整備局 岩木川総合水防演習 5月26日㈰ 岩木川水系岩木川（青森県北津軽郡鶴田町野木東

松虫地先）
関東地方整備局 第72回利根川水系連合・総合水防演習 5月18日㈯ 利根川水系利根川（千葉県香取市佐原地先）
北陸地方整備局 信濃川下流総合水防演習 5月26日㈰ 信濃川水系信濃川（新潟県三条市上須頃地先）
中部地方整備局 三重四川連合総合水防演習 5月19日㈰ 雲出川水系雲出川（三重県津市木造町地先）
近畿地方整備局 九頭竜川水系総合水防演習 5月25日㈯ 九頭竜川水系九頭竜川（福井県福井市郡町地先）
中国地方整備局 日野川総合水防演習 5月25日㈯ 日野川水系日野川（鳥取県米子市古豊千）
四国地方整備局 四万十川総合水防演習 5月12日㈰ 渡川水系四万十川（高知県四万十市不破地先

（四万十川左岸河川敷箇所））
九州地方整備局 嘉瀬川・六角川・松浦川総合水防演習 5月19日㈰ 嘉瀬川水系嘉瀬川（佐賀県佐賀市嘉瀬町大字萩野

地先）
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水防団認知度向上ポスター

水防工法訓練（五徳縫い工）
（九頭竜川水系総合水防演習）

令和 ６年度　水防月間ポスター

水防工法訓練（水防マット工）
（岩木川総合水防演習）

排水作業訓練
（第72回利根川水系連合・総合水防演習）

総合水防演習の実施状況

大学生による水防工法訓練（月の輪工）
（三重四川連合総合水防演習）

洪 水 か ら 守 ろ う み ん な の 地 域

令和6年 5月1日水～5月31日金
主催：国土交通省、内閣府、都道府県、水防管理団体（市町村等）

川の防災情報

ハザードマップ

後援：警察庁、防衛省、総務省消防庁、全国知事会、全国市長会、全国町村会、NHK、
　　　一般社団法人日本新聞協会、一般社団法人日本民間放送連盟、日本赤十字社
協賛：全国水防管理団体連合会、公益社団法人日本河川協会、全国治水期成同盟会連合会、
　　　一般社団法人建設広報協会、一般社団法人全国海岸協会、公益社団法人全国防災協会、
　　　一般財団法人河川情報センター、全国建設弘済協議会

▶https://www.river.go.jp/

▶https://disaportal.gsi.go.jp/

浸水ナビ
▶https://suiboumap.gsi.go.jp/

北海道は
令和6年6月1日土～30日日　　

©THE MAINICHI NEWSPAPERS. All rights reserved.　©八女市消防団©THE MAINICHI NEWSPAPERS. All rights reserved.　©八女市消防団

水害を水害を
防げ！防げ！
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“防災・減災対策強化へ”48億円配分
～災害の対策や防災・減災対策を推進するため

緊急的に予算を配分します～

令和 6年 6月28日 国土政策局広域地方政策課

https://www.mlit.go.jp/report/press/kokudoseisaku09_hh_000145.html

　国土交通省は、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和 ６年度　第 １回配分として、国及び
地方公共団体が実施する29件の公共事業（河川・道路・海岸・下水道・農業）に対し、48億円の予
算配分を決定しました。

　
　「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨に
よる浸水被害等が発生した地域において再度の被災
を防止するために緊急的に実施する対策や、大雨等
による災害を未然に防ぐ事前防災対策を強化するた
めに使われる予算です。用地の確保など事業の実施
環境が新たに整った場合などに、年度途中に機動的
に予算を配分します。

⑵　災害が起きる前に被害を防止する事前防災対
策
　①　洪水・浸水対策（河川）�３  件、6.05億円
　②　侵食・高潮対策（海岸）�１  件、1.35億円
　③　下水道施設の耐震対策（下水道）
�１  件、1.11億円
　④　崖崩れ・法面崩壊対策（道路）
�２  件、4.52億円
　⑤　管理施設の防災対策（道路）�２ 件、7.01億円
　⑥　ため池の防災対策（農業）�４  件、0.93億円
　※個別の案件の詳細（個票）は、国土交通省の
ホームページをご覧ください。
（https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/
kokudoseisaku_tk9_000026.html）

１ ．配分事業の概要 （29件　48.26億円（国費））
⑴　被災地域での災害対策
　①　洪水・浸水対策（河川）�７  件、9.85億円
　②　雪崩対策（道路）�２  件、4.20億円
　③　崖崩れ・法面崩壊対策（道路）
�７  件、13.24億円

防災・減災対策等強化事業推進費

災害復旧事業
で原形復旧

推進費で嵩上げ

災災害害対対策策事事業業

災害を受けた地域等において、災害復旧事業等での復旧が出来な

い場合等の再度災害防止等の対策※

対策例：被災した護岸を災害復旧事業による原形復旧にあわせて、推進
費により嵩上げを実施。

公公共共交交通通安安全全対対策策事事業業

交通インフラ（陸上交通、海上交通、航空交通）における重大事

故等が発生した場合の対策（安全性の向上）

対策例：園児の移動経路（交差点）において発生した死傷事故を受けて、
緊急点検の結果、危険箇所に防護柵等を設置。 ※写真は対策イメージ

防護柵工 区画線工 歩車道境界ブロック工

速やかな再度災害防止対策、事故の再発防止の実施による安全・安心の確保

対策例①：課題解決
前年度から継続していた協議が
まとまり用地が取得できたため、
推進費により堤防強化等の洪水対
策を実施。

対策例②：新たな課題確認
緊急輸送道路の整備において、
詳細な地質調査の結果、想定以上
の強風化した岩盤が出現したため、
推進費によりモルタル吹付工によ
る追加対策を実施。

事業推進に向けた地域等の課題が解決した箇所又は新たな課題が

確認され追加対策を必要とする箇所等において、早期に防災・減

災効果を発揮するための対策（公共交通の安全確保を含む）

事事前前防防災災対対策策事事業業

事業の計画的かつ効率的な実施により早期に効果の発揮

※「流域治水型の原形復旧」による災害復旧事業の実施に関連し、自治体が事前の復興まちづ
くり計画に基づき、住宅・ 都市機能の安全なエリアへの移転促進の対応についても活用が可能。
※盛土による災害防止に向けた総点検を踏まえた対応についても活用が可能。

制度概要

○ 近年、激甚な災害が頻発していることを踏まえ、国民の安全・安心の確保をより一層図るため、防防災災・・減減災災対対策策のの強強化化をを
行行うう公公共共事事業業にに対対ししてて、、緊緊急急的的かかつつ機機動動的的にに配配分分すするる予予算算（（目目未未定定経経費費））。

○ 本推進費は、災害を受けた地域等における災災害害対対策策事事業業、公共交通に係る重大な事故が発生した箇所等における公公共共交交通通
安安全全対対策策事事業業、早期に事業効果が発揮できる箇所における事事前前防防災災対対策策事事業業に活用可能。

○ 事業所管部局（他省庁を含む）からの申請を受けて予予算算をを年年度度途途中中にに配配分分。

対策例③：突発事象発生
緊急輸送道路脇の法面において、
アンカーの変状が判明したことか
ら、推進費によりアンカーの再設
置や地山補強土工による緊急対策
を実施。

対策後

対策後

対策後

https://www.mlit.go.jp/report/press/kokudoseisaku09_hh_000145.html
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html
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※ 個別の案件の詳細（個票）は、国土交通省のホームページをご覧ください。

（https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html）

また、各案件をクリックすると詳細（個票）のページが開きます。

【【災災害害対対策策事事業業】】

事事業業費費
国国費費

（（配配分分額額））

１１．．洪洪水水・・浸浸水水対対策策

河川(直轄）

（1）
河川維持修繕
事業

天竜川水系
天竜川下流

国土交通省 静岡県 浜松市浜名区上島地先 305,000 305,000

（2）
河川維持修繕
事業

天竜川水系
三峰川

国土交通省 長野県 伊那市美篶地先 205,000 205,000

（3）
河川維持修繕
事業

天竜川水系
天竜川上流

国土交通省 長野県 駒ヶ根市東伊那地先 175,000 175,000

（4）
河川維持修繕
事業

天竜川水系
天竜川上流

国土交通省 長野県 駒ヶ根市中沢地先 205,000 205,000

（5）
河川維持修繕
事業

木曾川水系
木曾川

国土交通省 岐阜県 加茂郡坂祝町酒倉地先 10,000 10,000

（6）
河川維持修繕
事業

木曾川水系
長良川

国土交通省 岐阜県 岐阜市日置江地先 50,000 50,000

（7）
河川維持修繕
事業

物部川水系
物部川

国土交通省 高知県 香南市野市町深渕地先 35,000 35,000

計 7件 985,000 985,000

２２．．雪雪崩崩対対策策

道路(直轄）

（8）
道路維持管理
事業

一般国道232号 国土交通省 北海道 留萌市春日町地先 120,000 120,000

（9）
道路維持管理
事業

一般国道40号
(北海道縦貫自動
車道)

国土交通省 北海道 天塩郡豊富町字修徳地先 300,000 300,000

計 2件 420,000 420,000

３３．．崖崖崩崩れれ・・法法面面崩崩壊壊対対策策

道路(直轄）

（10）
道路維持管理
事業

一般国道19号 国土交通省 長野県 長野市信州新町水内地先 747,000 747,000

（11）
道路維持管理
事業

東九州自動車道 国土交通省 鹿児島県 曽於郡大崎町野方地先 200,000 200,000

道路(補助）

（12）
道路更新防災
等対策事業

主要地方道
園原インター線

長野県 長野県 下伊那郡阿智村智里地先 305,000 152,500

（13）
道路更新防災
等対策事業

主要地方道
川根寸又峡線

静岡県 静岡県 榛原郡川根本町下泉地先 300,000 150,000

（14）
道路更新防災
等対策事業

主要地方道
飯田富山佐久間
線

愛知県 愛知県 北設楽郡豊根村富山地先 35,000 17,500

（15）
道路更新防災
等対策事業

市道脇町8号線 美馬市 徳島県 美馬市脇町字西赤谷地先 100,000 50,000

（16）
道路更新防災
等対策事業

一般県道
宮ノ上川北線

高知県 高知県 安芸市井ノ口乙地先 13,000 6,500

計 7件 1,700,000 1,323,500

災災害害対対策策事事業業　　計計 1166件件 33,,110055,,000000 22,,772288,,550000

令令和和６６年年度度  第第１１回回  防防災災・・減減災災対対策策等等強強化化事事業業推推進進費費  執執行行地地区区一一覧覧表表

［金額単位：千円］

種種　　別別
事事業業

主主体体名名
施施行行地地

実実施施計計画画額額

事事業業名名
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令令和和６６年年度度  第第１１回回  防防災災・・減減災災対対策策等等強強化化事事業業推推進進費費  執執行行地地区区一一覧覧表表
【【事事前前防防災災対対策策事事業業】】

事事業業費費
国国費費

（（配配分分額額））

１１．．洪洪水水・・浸浸水水対対策策

河川(直轄）

（17） 河川改修事業 豊川水系豊川 国土交通省 愛知県 豊橋市牛川地先 205,000 205,000

（18） 河川改修事業
遠賀川水系
穂波川

国土交通省 福岡県 飯塚市秋松地先 300,000 300,000

河川(補助）

（19）
大規模特定
河川事業

神之川水系
神之川

鹿児島県 鹿児島県 日置市伊集院町徳重地先 200,000 100,000

計 3件 705,000 605,000

２２．．侵侵食食・・高高潮潮対対策策

海岸(直轄）

（20）
海岸保全施設
整備事業

宮崎海岸
大炊田地区

国土交通省 宮崎県 宮崎市佐土原町下田島地先 135,000 135,000

計 1件 135,000 135,000

３３．．下下水水道道施施設設のの耐耐震震対対策策

下水道(補助）

防災・安全
交付金事業

高梁市
落合町阿部
(市場汚水幹線)

高梁市 岡山県 高梁市落合町阿部地内

計 1件 221,800 110,900

４４．．崖崖崩崩れれ・・法法面面崩崩壊壊対対策策

道路(直轄）

（22）
道路維持管理
事業

一般国道229号 国土交通省 北海道 島牧郡島牧村原歌町地先 310,000 310,000

（23）
道路維持管理
事業

一般国道231号 国土交通省 北海道 石狩市浜益区濃昼地先 142,000 142,000

計 2件 452,000 452,000

５５．．管管理理施施設設のの防防災災対対策策

道路(直轄）

（24）
道路維持管理
事業

一般国道19号 国土交通省 長野県 塩尻市宗賀地先 123,000 123,000

（25）
道路維持管理
事業

一般国道24号
（京奈和自動車
道）

国土交通省 和歌山県 紀の川市池田新地先 578,000 578,000

計 2件 701,000 701,000

６６．．たためめ池池のの防防災災対対策策

農業(補助）

（26）
農村地域防災
減災事業

上八木地区
新ノ池

兵庫県 兵庫県 南あわじ市八木養宜上地先 50,000 27,500

（27）
農村地域防災
減災事業

大道池地区 兵庫県 兵庫県 明石市魚住町金ヶ崎地先 50,000 25,000

（28）
農村地域防災
減災事業

綾川東地区
東裏池

香川県 香川県 綾川町山田上地先 44,000 24,200

（29）
農村地域防災
減災事業

豊中地区菅池 香川県 香川県 三豊市豊中町笠田笠岡地先 30,000 16,500

計 4件 174,000 93,200

事事前前防防災災対対策策事事業業　　計計 1133件件 22,,338888,,880000 22,,009977,,110000

総総　　計計 2299件件 55,,449933,,880000 44,,882255,,660000

（21） 221,800 110,900

交付金計画名：高梁市における、安全で快適な魅力ある水環境づくり（防災・安全）

［金額単位：千円］

種種　　別別
事事業業

主主体体名名
施施行行地地

実実施施計計画画額額

事事業業名名
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国国土土交交通通省省国国土土政政策策局局

件件数数事事業業種種別別

9河川（直轄）

1河川（補助）

1海岸（直轄）

1下水道（補助）

8道路（直轄）

5道路（補助）

4農業（補助）

29合計

川川

道道

道道

※地図上の引き出し線は、詳細な施行地を指し示すものではありません。【【災災害害対対策策事事業業】】
【【事事前前防防災災対対策策事事業業】】

対対策策種種別別

洪水・浸水対策

雪崩対策

崖崩れ・法面崩壊対策

洪水・浸水対策

侵食・高潮対策

下水道施設の耐震対策

崖崩れ・法面崩壊対策

管理施設の防災対策

ため池の防災対策

災害
対策
事業

オンガ ホナミ イイヅカ

（18） 遠賀川水系穂波川（福岡県飯塚市）

川川

事前
防災
対策
事業 道道

カワネスマタキョウ ハイバラ カワネホン

（13） 主要地方道川根寸又峡線（静岡県榛原郡川根本町）

イシカリ

（23） 一般国道２３１号（北海道石狩市）

道道

令和６年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 執行地区箇所図

川川

農農

農農

オオイダ

（20） 宮崎海岸大炊田地区（宮崎県宮崎市）

トヨナカ スガ ミトヨ

（29） 豊中地区菅池（香川県三豊市）

アヤガワヒガシ ヒガシウラ アヤガワ

（28） 綾川東地区東裏池（香川県綾川町）

農農

カミヤギ シン ミナミ

（26） 上八木地区新ノ池（兵庫県南あわじ市）

ダイドウ アカシ

（27） 大道池地区（兵庫県明石市）

農農
道道

ケイナワ キノカワ

（25） 一般国道２４号（京奈和自動車道）（和歌山県紀の川市）

川川

テンリュウ ハママツ

（1） 天竜川水系天竜川下流（静岡県浜松市）

川川

テンリュウ ミブ イナ

（2） 天竜川水系三峰川（長野県伊那市）
テンリュウ コマガネ

（3） 天竜川水系天竜川上流（長野県駒ヶ根市）
テンリュウ コマガネ

（4） 天竜川水系天竜川上流（長野県駒ヶ根市）

川川

キソ カモ サカホギ

（5） 木曾川水系木曾川（岐阜県加茂郡坂祝町）

キソ ナガラ

（6） 木曾川水系長良川（岐阜県岐阜市）

川川

モノベ コウナン

（7） 物部川水系物部川（高知県香南市）

ルモイ

（8） 一般国道２３２号（北海道留萌市）

道道

テシオ トヨトミ

（9） 一般国道４０号（北海道縦貫自動車道）（北海道天塩郡豊富町）

道道

道道ソオ オオサキ

（11） 東九州自動車道（鹿児島県曽於郡大崎町）

道道

ソノハラ シモイナ アチ

（12） 主要地方道園原インター線（長野県下伊那郡阿智村）

（10） 一般国道１９号（長野県長野市）

道道道道

イイダトミヤマサクマ キタシタラ トヨネ

（14） 主要地方道飯田富山佐久間線（愛知県北設楽郡豊根村）

道道
道道

川川

川川

シママキ

（22） 一般国道２２９号（北海道島牧郡島牧村）

道道

道道

シオジリ

（24） 一般国道１９号（長野県塩尻市）

ワキマチ ミマ

（15） 市道脇町８号線（徳島県美馬市）

ミヤノウエカワキタ アキ

（16） 一般県道宮ノ上川北線（高知県安芸市）

タカハシシオチアイチョウアベ イチバ

（21） 高梁市落合町阿部（市場汚水幹線）

カミノ ヒオキ

（19） 神之川水系神之川（鹿児島県日置市）

トヨ トヨハシ

（17） 豊川水系豊川（愛知県豊橋市）

川川

海海

下下

海海

下下

タカハシ

（岡山県高梁市）
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公益社団法人 日本河川協会 参与　松田　芳夫

河川入門講座 �

砂防（その３）
―砂防堰堤の効用―

　治水砂防というと、具体の工法は、山地からの土
砂発生を減少し、渓流（谷川のこと）に流出してき
た土砂（石、岩を含む）は洪水時に大量に流下させ
るのでなく、出来るだけ調節して下流河川への負担
を軽くするというものです。
　まず、荒廃した山地で発生し流出する土砂を減ら
すには、山腹斜面を段々畑のように開削して客土し、
根の張りやすい樹木の苗を植えます。これを山腹工
といい、治山砂防でも用いられる工法ですが、樹木
が成長するまで効果が出るのに時間がかかります。
　一方、渓流自体も、土砂まじりの流水の強い侵食
力で谷底や谷壁（山脚）を削り取り、土砂を発生さ
せます。こうして発生してくる土砂は、洪水時に渓
流を大量に流下してきますが、これを調節するのが
砂防堰堤（砂防ダム）です。
　通常の河川のダムは水を貯めますが、砂防堰堤は
急勾配の渓流に設けられ、流下してくる土砂や岩石
を貯めます。砂防堰堤は中央部に少し低い部分（水
通し）を設け、そこから水や土砂が下流へ流されま
すが、水を貯めるダムのようにゲートやバルブの類
は一切ありません。
　砂防堰堤は、一般にそう大きくないので、完成後
何年か経つと土砂が堆積して満杯になりますが、砂
防堰堤がその本領を発揮するのは満砂（満杯のこと）

してからです。
　満砂状態になると堰堤から上流側に土砂がほぼ平
らに溜った平地（堆砂地）が出来ます。ダム湖の水
面のようにまっ平らでなく、上流へ緩い傾斜のつい
た“平地”です。
　大洪水で上流から一時に大量の土砂が流下してく
ると、この緩傾斜の堆砂地に堆積し、下流への土砂
流出量を減らしてくれるのです。
　そして、その後の中小洪水で少しずつその堆砂が
下流へ流されてゆき、再び平らな堆砂地に戻ります。
　こうして砂防堰堤とその堆砂地は下流へ大量の土
砂が一時に流下するのを調整するのです。
　堰堤は一つと限らず連続していくつも階段状に設
けられることもあります。
　明治時代に、オランダ技師をはじめ近代砂防の先
駆者が設置した砂防堰堤が、現在なおその機能を発
揮している事例があり、堆砂地が安定して樹林化し、
堰堤も古びて周囲の景色に溶け込み、これが人工の
堰堤とは思えないくらいです。

①未満砂の状況。

②満砂状況、河床勾配はもともとの
　勾配より緩くなる。

③大洪水直後、大量の土砂堆積、河
　床勾配はもとの河床勾配に近くな
　る。

④その後の中小洪水と時間の経過に
　より、②の満砂状況に戻る。

図− ２ 　砂防ダムによる土砂流出の調節
図− １ 　満砂状態の砂防堰堤

（飛騨の砂守、中田聡一郎より）
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協会だより

災害復旧技術専門家登録証伝達式

　災害復旧技術専門家は国や都道府県を退職された
方々で、国土交通本省防災課の災害査定官や国、都
道府県等の防災担当の本庁課長級もしくは土木事務
所長等の経歴を有し、災害復旧業務に長年携わり制
度を熟知し災害復旧事業に関する高度な技術的知見
を有する経験豊富な技術者です。災害復旧技術専門
家に登録するには、ご本人からの申請と在職してい

た国や都道府県の災害担当部局からの推薦に基づき
審査し認定登録しています。登録証等は推薦機関よ
りご本人に伝達していただいており、今回、令和 ６
年 ６ 月 4 日付で登録となった山形県OBの方 ２名、
東北地方整備局OBの方１名の伝達の様子をご紹介
いたします。

山 形 県

◯令和 6年 6月18日
　令和 ６年 ６ 月 4 日付で認定登録された竹内晃氏
（（公財）山形県建設技術センター理事長）に砂防・
災害対策課長菊地昭雄様から登録証を伝達していた
だきました。

◯令和 6年 6月19日
　令和 ６年 ６ 月 4 日付で認定登録された渡辺満氏
（（公財）山形県建設技術センター理事）に砂防・災
害対策課課長補佐川合伸幸様から登録証を伝達して
いただきました。

左　竹内氏 左　渡辺氏
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東北地方整備局

◯令和 6年 6月27日
　令和 ６年 ６ 月 4 日付で認定登録された坂本悟氏
（㈱三協技術）に統括防災官髙松昭浩様から登録証
を伝達していただきました。また、東北地方整備局
から総括防災調整官齋藤茂則様、防災対策技術分析

官平葭健作様、災害対策マネジメント室長片野正章
様、災害復旧技術専門家東北ブロックから本田保惠
氏、槻山敏昭氏、加藤孝氏に立ち会っていただきま
した。
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ブロック代表者会議（全国会議）を開催
公益社団法人 全国防災協会

災害復旧技術専門家派遣制度

　令和 6年 6月 4日に令和 6年度災害復旧技術専門
家派遣制度ブロック代表者会議（全国会議）を開催

しました。

令和 6 年 6 月 4 日　　　　　東京都中央区日本橋堀留町：堀留町区民館　会議室

　この会議は、北海道から沖縄まで全国に４３０名を
組織する災害復旧技術専門家派遣制度の運営に当た
り、昨年度の取り組みや課題及び専門家の技術レベ
ルの維持向上や、派遣制度の周知などの取り組みな
ど、今後の派遣制度運営に向け協議するとともに、
各ブロックで取り組んでいくことを確認しました。
　昨年の ７月豪雨では福岡県、富山県、佐賀県の ４

市町に延べ１３名を派遣、また令和 ６年能登半島地震
では石川県の ２市に延べ ６名を派遣し、被災した市
町に対して復旧工法等の助言に当たりました。今後
も大規模災害が発生した場合、国土交通省防災課の
要請などを受け技術専門家を派遣していくことも確
認しました。

運営委員長挨拶（大谷博信委員長） 来賓挨拶（防災課木村勲総括災害査定官）

協会だより
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箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

北 海 道  000,843 4 000,841 3 000,002 1

<1> <300,000> <1> <300,000>

岩 手 1 300,000 1 300,000 

福 島  000,072 1 000,072 1

千 葉  000,58 1 000,58 1

>000,381,1<>71<>000,381,1<>71<

)000,04()5()000,04()5(

]043,912,1[]01[]043,912,1[]01[

新 潟  043,566,7 48 043,518,6 38 000,058 1

>000,894,4<>23<>000,894,4<>23<

)417,000,1()51()417,000,1()51(

]566,182,11[]87[]566,182,11[]87[

富 山  997,002,23 633 000,052 1 997,059,13 533

>875,230,08<>284<>875,230,08<>284<

)047,135,8()65()047,135,8()65(

]224,976,241[]011[]224,976,241[]011[

石 川  143,148,987 682,8 143,148,987 682,8

>000,06<>1<>000,06<>1<

)000,6()1()000,6()1(

]000,022[]2[]000,022[]2[

福 井  005,772,1 51 005,772,1 51

山 梨  000,028 3 000,028 3

長 野  000,07 2 000,07 2

岐 阜  005,483,1 44 000,06 1 005,423,1 34

静 岡  000,017 6 000,541 1 000,565 5

愛 知  000,55 2 000,55 2

三 重  000,05 2 000,05 2

大 阪  000,5 1 000,5 1

]000,01[]1[]000,01[]1[

兵 庫  000,771 8 000,771 8

和 歌 山  000,902,2 6 000,079,1 2 000,932 4

鳥 取  658,485 2 658,485 2

島 根  000,003,2 1 000,003,2 1

岡 山  216,7 1 216,7 1

広 島  000,5 1 000,5 1

山 口  000,141 5 000,141 5

>000,051<>1<>000,051<>1<

愛 媛  000,802 4 000,802 4

高 知  005,205 11 005,9 1 000,394 01

佐 賀  000,052 1 000,052 1

長 崎  000,673 4 000,053 1 000,62 3

熊 本  007,878 02 000,075 3 007,803 71

大 分  068,242 31 068,242 31

宮 崎  000,607,2 5 000,000,2 2 000,607 3

鹿 児 島  009,663 7 006,292 2 003,47 5

沖 縄  000,01 1 000,01 1

)930,506()41()930,506()41(

]351,954,8[]14[]351,954,8[]14[

新 潟  127,953,31 163 127,953,31 163

静 岡  000,07 1 000,07 1

>875,322,68<>435<>000,003<>1<>875,329,58<>335<

)394,381,01()19()394,381,01()19(

]085,968,361[]242[]085,958,361[]142[]000,01[]1[

 926,774,958 042,9 000,055 2 102,225,348 680,9 000,841 3 654,237,8 61 279,474,5 131 000,050,1 2

直 轄 計  468,903,94 93 468,903,94 93

合 計  394,787,809 972,9 000,055 2 560,238,298 521,9 000,841 3 654,237,8 61 279,474,5 131 000,050,1 2

※上段（   ）内書は、公園分、［　　］内書は、水道(令和6年4月以降)・下水道分、<　　>内書は、港湾･港湾に係る海岸分である。 注意書き

補助計

合 計冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 ６ 年　発生主要異常気象別被害報告 令和 6年 5月31日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html
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